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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
兵
庫
県
支
部
長

　
有
野
　
勇

昨
年
十
二
月
九
日
服
部
忠
彦

支
部
長
が
ご
逝
去
さ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
理
事
会
総
会

が
書
面
決
議
と
な
り
、
こ
の

度
第
六
代
兵
庫
県
支
部
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
支
部
は
一
九
八
六

年
四
月
二
十
二
日
会
員

五
十
七
名
で
設
立
、
お
蔭
さ

ま
で
今
期
三
十
五
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

兵
庫
県
支
部
は
四
ブ
ロ
ッ

支
部
長
就
任

に
あ
た
っ
て

ク
に
分
か
れ
て
現
在
約

二
五
〇
名
が
所
属
活
動
し
て

い
ま
す
。

歴
代
支
部
長
始
め
会
員
各

位
の
功
績
に
対
し
て
、
心
よ

り
敬
意
を
表
す
と
共
に
こ
れ

か
ら
も
そ
の
精
神
を
継
承
し

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
時
代
に

沿
っ
た
奉
仕
の
改
革
を
し

て
、
日
本
善
行
会
の
活
動
を

広
く
人
々
に
認
知
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
思
い
や
り
の
心

で
、
人
に
接
し
笑
顔
あ
ふ
れ

る
暖
か
い
地
域
に
密
着
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
見
い

だ
し
感
動
を
共
有
で
き
る
、

心
の
絆
で
結
ば
れ
た
奉
仕
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
兵
庫
県
支

部
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

　
千
葉
県
袖
ケ
浦
市

小
幡
　
一
男

こ
の
度
、
日
本
善
行
会
よ

り
特
別
善
行
金
章
を
授
与

銀

　
　章

賜
り
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
千
葉
県

支
部
川
村
支
部
長
及
び
理

事
役
員
の
方
々
の
ご
推
薦

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
息
子
が

障
が
い
児
童
を
六
年
間
献

身
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
「
隣

人
愛
」
に
よ
っ
て
、
善
行
表

彰
受
賞
に
よ
り
、
平
成
二
年

五
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
き
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
善
行
会
川
村

皓
章
会
長
（
故
人
）、
宍
倉

支
部
長
（
故
人
）、
石
渡
支

部
長
（
故
人
）
等
か
ら
引
き

継
い
だ
合
田
支
部
長
（
現
相

談
役
）
並
び
に
菊
池
副
支
部

長
（
当
時
）
や
重
鎮
の
皆
様

と
、
私
も
千
葉
県
支
部
再
建

の
一
助
に
加
え
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

現
在
も
理
事
（
事
務
局
次

長
）
を
努
め
、
善
行
調
査
委

員
を
委
嘱
さ
れ
、
三
十
年
以

上
に
亘
っ
て
善
行
活
動
に

協
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
）
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
盟
登

録
い
た
し
て
お
り
、
青
少
年

健
全
育
成
の
観
点
か
ら
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指

導
者
、
コ
ー
チ
資
格
や
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
委

員
を
長
き
に
わ
た
り
務
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
青
少
年
交
流

事
業
と
し
て
ド
イ
ツ
国
と

国
際
親
善
に
寄
与
、
貢
献
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
善
行
精

神
に
の
っ
と
り
、
善
行
活

動
に
邁
進
し
て
参
り
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
は
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

春
季
表
彰

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

宮
城
県
仙
台
市

仙
台
市
立
中
野
栄
小
学
校

長
年
地
域
の
環
境
美
化
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

学
校
の
近
く
に
栄
公
園
と

い
う
公
園
が
あ
り
ま
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
子

供
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
と
し
て
、
公
園
内

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
区
の
健
全

育
成
事
業
と
し
て
、
学
区
内

の
公
園
や
道
路
の
清
掃
活
動

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
土

曜
日
の
活
動
に
な
り
ま
す

が
、
毎
年
多
く
の
子
供
た
ち

が
参
加
し
、
地
域
の
皆
様
か

ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
思
う
よ
う
に
活
動
で
き

な
い
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
環
境
を

美
し
く
保
つ
た
め
に
、
学
校

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
実
践
を
続
け
て
い

ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
福
島
県
支
部

総
会
で
新
支
部
設
立

な
ど
を
決
定

支
部
の
令
和
三
年
度
第

二
十
七
回
定
期
総
会
を
五
月

十
五
日
（
土
）、
会
員
二
十
人

が
参
加
し
て
郡
山
市
橘
地
域

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、検
温
・
手
指
消
毒
・

マ
ス
ク
着
用
と
、
３
密
を
避

け
る
た
め
換
気
の
徹
底
や
ア

ク
リ
ル
板
（
衝
立
）
の
設
置
、

座
席
間
隔
（
２
㍍
）
の
確
保
、

懇
親
会
（
飲
食
）
の
取
り
や

め
、
感
染
拡
大
地
区
か
ら
の

参
加
自
粛
要
請
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
、
２
年
ぶ
り
に
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
唯
一
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
日
本
善
行
会
の

会
員
で
も
あ
る
品
川
萬
里
郡

山
市
長
か
ら
「
善
行
会
活
動

も
Ｉ
Ｔ
（
デ
ジ
タ
ル
）
を
活

用
し
た
善
行
表
彰
の
推
薦
シ

ス
テ
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
な
ど
」
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
勝
野
堅
介
会
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露

後
、
善
行
表
彰
の
推
薦
（
推

進
）
と
と
も
に
、
県
南
地
区

に
新
支
部
設
立
に
向
け
た
取

り
組
み
や
交
通
安
全
折
鶴
寄

贈
運
動
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収

集
な
ど
の
提
案
す
べ
て
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
役

員
改
選
で
は
現
体
制
を
再
任

し
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
宮
城
県
多
賀
城
市

菅
野
け
い
子

こ
の
度
は
、
特
別
善
行
銀

章
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら

日
本
赤
十
字
に
て
、
昭
和

五
十
五
年
か
ら
婦
人
防
火
ク

銀

　
　章

　　
熊
本
県
宇
土
支
部

令
和
三
年
度

特
別
善
行
表
彰
受
賞
者

が
市
長
表
敬

令
和
三
年
度
特
別
善
行
金

章
を
中
山
一
市
さ
ん
、
銀
章

受
賞
を
今
村　

司
さ
ん
、
春

季
善
行
章
を
古
庄
優
斗
君

（
住
吉
中
三
年
生
）、
走
潟
小

六
年
生
（
十
六
名
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
受
賞

式
と
祝
賀
会
は
中
止
と
な
り

金
章
受
賞
の
中
山
一
市
さ
ん
、

銀
章
受
賞
の
今
村　

司
さ
ん

は
、
山
下
八
郎
支
部
長
と
共

に
元
松
茂
樹
市
長
へ
表
敬
訪

問
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
の
喜
び
を
報
告
後
、
市

長
か
ら
善
行
運
動
の
推
進
に

努
め
る
宇
土
支
部
に
謝
意
と

受
賞
者
に
ね
ぎ
ら
い
の
祝
辞

を
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　　
大
分
県
大
分
支
部

令
和
三
年
度

春
季
・
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式
を
開
催

去
る
六
月
十
九
日
（
土
）、

十
四
時
か
ら
大
分
市
東
部
公

民
館　

大
会
議
室
に
お
い

て
、
受
賞
さ
れ
た
高
校
生
、

中
学
生
と
銀
章
受
賞
者
全
員

の
出
席
を
い
た
だ
き
、
令
和

三
年
度
春
季
受
賞
者
及
び
特

別
表
彰
銀
章
の
伝
達
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
佐
藤
樹
一
郎　

大

分
市
長
を
始
め
、
藤
田
敬
冶

大
分
市
議
会
議
長
、
佐
藤
光

好
大
分
市
教
育
長
、
江
藤　

郁
大
分
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
主
催
者

は
感
染
防
止
の
徹
底
か
ら
、

役
員
と
会
員
合
わ
せ
て
三
十

名
出
席
を
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
感
染
防
止
対
策
を

充
分
に
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
市
長
を
中
心
に
集

合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

総
合
司
会
者
立
川
寿
副
支

部
長
か
ら
、
開
会
の
挨
拶
を
、

佐
藤
満
洋
副
支
部
長
を
指

名
、
次
に
田
仲
満
紀
子
さ
ん

か
ら
受
賞
者
の
紹
介
と
受
賞

理
由
の
紹
介
、
各
賞
の
伝
達

は
松
井
猛
支
部
長
か
ら
渡
さ

れ
、
先
ず
、
銀
章
受
賞
者
の

相
澤
住
子
さ
ん
、
神
宮
司
昭

夫
さ
ん
、
船
瀬
清
子
さ
ん
の

長
年
に
わ
た
る
奉
仕
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
団

体
表
彰
に
別
府
市
立
境
川
小

学
校
児
童
会
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
の
あ
い
さ
つ
運
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
人
命
救
助
に
対
し
て

高
い
評
価
を
さ
れ
た
子
供
た

ち
で
、
受
賞
さ
れ
る
中
学
生
、

高
校
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
賞
状
を
受
け
と
っ
て
い
ま

し
た
。
会
場
内
に
は
父
兄
の

方
々
も
多
数
出
席
し
て
お

り
、
拍
手
に
も
感
動
の
響
き

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

賞
状
の
伝
達
も
終
わ
り
支

部
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
挨

拶
、
日
本
善
行
会
本
部
か
ら

の
祝
電
披
露
が
さ
れ
、
閉

会
挨
拶
を
石
田
義
則
理
事
か

ら
、
緊
張
と
感
動
の
中
、
約

四
十
五
分
の
伝
達
式
で
し
た

が
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

ラ
ブ
に
て
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

消
防
署
の
広
報
車
に
乗
り
、

市
内
へ
の
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
や
消
火
訓
練
を
い
た
し

ま
し
た
。

３
．
１
１
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
避
難
所
で
の
炊
き

出
し
や
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

の
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
様
に
少
し
で
も
元
気

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
き
た

い
一
心
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
事
が
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
注
意

し
、
皆
様
と
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
面
へ
つ
づ
く


